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	 行 事 名
	甲山研修会

	実施日時
	２８年　１２月８日（木曜日）　　１０　時～　１４　時　５０　分　　天候：　晴

	場　所
	甲山森林公園

	テーマ
	「果実」を中心に初冬の樹木

	講師
	児玉勝久　講師

	聴講者数
	３３名

	内容
（項目と概要）
	座学（１０：００～１０：４０）
＜今秋の気温と樹木について＞

今秋は、いったん冷えこんだが、又、暖かくなり、紅葉はあまり美しくなかった。ツバキも今年は、あちらこちらで咲いている。（通年は２～３月に開花）

＜果実と種子＞

被子植物・・・子房またはその付属体が成熟した部分が果実であり種子も含まれる。
裸子植物・・・子房を持たないので果実を形成しない。

1 ソテツの“実”は裸子植物なので種子

2 トウカエデの“プロペラ”は翼をつけた果実＝翼果、梅干し・核のタネ、アーモンドも果実

3 ノウゼンカズラは袋果であり、マメ科ではない。

＜会員持参の植物＞

マツカサ：球果と言われるが、果実ではなく変化した種鱗中に種子、ヤシャブシ：球状の果穂。果実。集合果、ケンポナシ：肥大した果柄の下に真果。果柄は梨のような味。サキシマスホウノキ：果実は水辺で分散、トベラ：白い実を割ると赤いネバネバの外種皮、ユズ：葉やトゲからユズと想定し、割るとユズの香り、
観察（１０：４５～１３：４５）

研修室～緑橋～南入口～軽登山道～展望所（昼食）～軽登山道～東入口付近～みくるま池の上～南入口～正面口～駐車場～西入口～研修室

トウカエデ（翼果）、ハンノキ（果穂）、サクラバハンノキ（果穂）、クスノキ（液果）、イイギリ（液果）、ホルトノキ（核果）、マツカサ（種子）、ピラカンサ（（なし状果）、カナメモチ（なし状果）、ハゼノキ（核果）（紅葉）、シャシャンボ（核果）、ネシキ（液果）、コナラ（黄葉）、ソヨゴ（核果）、マルバアオダモ（翼果）、ヒメユズリハ（核果）、クロバイ（今年は実をつけていない）、カマツカ（なし状果）、ナツツバキ（蒴果、５心皮）、カキ（真果）、イチゴノキ（花と実が同時期）、ナンテン（液果）、トベラ（蒴果）、サルトリイバラ（液果）、ヤブツバキ（蒴果、つぼみ有り）、サルスベリ（蒴果、６心皮）、コブシ（袋果）、タマミズキ（小さい赤い実が多数）、ウラジロノキ（なし状果）、ハゼノキは実は色をつけず、落葉して形で鳥を誘う
まとめ（１３：５０～１４：０５）

液果・・・サルトリイバラなど乾燥している場合も有り

核果・・・中の種は必ず１個

バラ科・・・だいたい木になっているものはなし状果

ミニ研修（１３：５５～１４：０５）　大地（だいち）さん、関根さん。

「木へんの字の読み」・・・プリント上の１０文字を読む。解答・解説を大地さんから。


	まとめ
感　想
	暖かい陽ざしの中、軽登山道は赤い実、黄葉などが美しく、又、展望所からの眺望も良く、多くの観察とあわせて、充実感があった。植物の果実がそれぞれ工夫を凝らしていて親近感が湧いた。


